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配しているのだが、 の主題がじつにユニークである。この種の書物においては、美術、音楽、文学といったジャンルに分ける構成が一般的であ うし、イタリアに関してならば、さらに建築、デザイン、映画、宗教、食文化といった具合に魅力的な項目に事欠かない もかかわらず そうしたやり方を採っていない。　




























であり、そのために、古い歴史をも イタリアが一つの国とて成立したのはわずか百五十年前であるとい 話にここかしこで出会う。一八六一年 絶対的な基点を置 、こ は本書重要な特徴である。本書の 的にとって れ以上の方法は見出せないかもしれない と納得しつつも、イタリアの近現代史においてリソルジメントによる統一と並んで重要な、レジスタンスによるファシズムからの解放が過小に扱われているような気がする。本書の目的に照らして れは致し方な として一九四五年の解放直後に、苦しむ人間を慰 る文化ではなく苦しみから守る新しい文化の必要を唱えて大戦後 文化運動を牽引したヴィットリーニの名前がないのは残念な気がする。無い物ねだりを続け ことが許されるな ば、イタリア人に最も敬愛されている聖フランチェスコが取り上げ れ いないの








                                     
